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19日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査

４日～５日　
　　　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査（白老町）
10日　第３回臨時会
　　　議会運営委員会
　　　いきいきふるさと常任委員会
20日　議会広報編集特別委員会
　　　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
　　　議会運営委員会
23日　議会広報研修会（札幌市）
27日　美幌町議会総務文教厚生常任委員会行
　　　政視察来町
28日　雄武町議会産業厚生常任委員会視察研
　　　修来町

５日　全道林活議連連絡会総会（札幌市）
７日　議会運営委員会
18日　第３回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会
19日　決算審査特別委員会
20日　第３回定例会（再開）
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四
月
の
統
一
地
方
選
挙
の
お
り
は
、
春
と
は

い
え
雪
の
名
残
り
が
あ
り
、
二
回
の
定
例
会
が

終
る
と
紅
葉
と
な
り
、
間
も
な
く
天
か
ら
の
白

い
便
り
が
届
き
ま
す
。

　

八
年
前
ま
で
十
二
名
の
議
員
数
が
、
十
名
と

な
り
、
八
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
と
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
そ
れ
だ

け
に
重
く
な
っ
た
は
ず
で
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
議
会
改
革
の
必
要
性
が
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
う
改
革
さ
れ
た
の
か
今
は
実
感

と
し
て
判
り
ま
せ
ん
。

　

二
元
代
表
制
の
追
及
が
そ
の
一
つ
と
考
え
ま

す
が
、
一
般
質
問
も
三
名
に
と
ど
ま
り
、
こ
の

町
に
課
題
は
な
い
の
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
改
革
の
一
つ
と
し

て
議
員
の
思
い
を
毎
号
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
公
的
な
場
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た

「
議
員
の
思
い
」
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

議
席
番
号
順
と
し
、
年
四
回
の
発
行
で
全
員
分

を
掲
載
し
ま
す
。

　

と
び
抜
け
て
若
い
議
員
と
唯
一
の
女
性
議
員

の
思
い
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
読
後
の
感
想

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
農
高
閉
校
ま
で
あ
と
五
ヶ
月
。
十
名
の
生

徒
諸
君
の
頑
張
り
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
東
）

議会の動き
Volume

秋晴れの校庭でポニーの写生会。みんな上手に描けましたか？

７月

８月

編　

集　

後　

記
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９月

４日　議会広報編集特別委員会
11日　議会広報編集特別委員会

１０月

町
長
の
月
額
報
酬　

％
削
減

　

平
成　

年
度
町
の
各
会
計
決
算
を
認
定

18

20

平成19年10月25日発行

　９月３０日、敏音知自治会と教育大生（旧敏音知小学校
教育実習生）が中心となり、ちいさなコンサートが行われ
ました。
　教育大生（岩見沢）がフルートを、中頓別中学校青木先
生（武蔵野音大卒）がピアノを、英語アシスタント教師の
ボーセン氏（米国ワシントン州リッチランド出身）がギタ
ーを、歌登の森林官がビオラを演奏しました。
　クラッシクや童謡の楽曲を楽しむとともに、出身も経歴
も違う四人の演奏者が、旧小学校でひとつのメロディーを
奏でる…そんな人と人の出会いの不思議を感じるコンサー
トとなりました。
　旧敏音知小学校の跡地利用が模索されていますが、５０
名以上の観客を集めた「ちいさなコンサート」に、「交流
の場」としての確かな一歩を感じました。

～ 旧敏音知小学校のコンサート ～
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　平成１９年第３回定例会は、９月１８日から２０日まで３日間の会期

で開かれました。

　野邑町長の行政報告では、浜頓別、中頓別、猿払の三町村、三議会に

よる存続要請にもかかわらず、道教委が示した「公立高等学校配置計画」

により、浜頓別高等学校商業科が平成２０年から生徒募集を停止するこ

とが伝えられました。

　また、利用者の交通安全対策のため、寿パークゴルフ場入り口付近の

国道に右折レーンが設置されることも報告されました。

　一般質問では、三議員が、救急救命に関する姿勢や中農高の利活用、

障害者自立支援法と天北厚生園への対応、来年度から本格的にスタート

する後期高齢者医療制度の問題点、保存と活用の両面が求められる鍾乳

洞の方向性などを質問。

　町側提出の議案では、町長はじめ、教育長など特別職の月額報酬を大

幅に減額する条例案のほか、一般会計補正予算などが、いずれも原案ど

おり可決されました。

　１９日から２０日にかけては、全議員で構成する「決算審査特別委員

会」が開かれ、６点の意見付きで、平成１８年度９会計決算のすべてが

認定されました。

　議員からは、最終日に「道路整備に関する意見書案」が発議され、全

会一致で議決されました。

中
農
高
の
利
活
用
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、

　

鍾
乳
洞
の
保
全
活
用
な
ど
３
議
員
が
一般
質
問

平成１８年度９会計決算を認定
　来年度から浜高商業科募集停止に

第３回
定例会
第３回
定例会
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介護保険基金は
　　　保険料引き上げ分に

４
０
０
万
円
位
の
金
額
に
な
っ
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
、
自
己
負

担
が
一
割
と
い
え
ど
も
利
用
し
づ
ら
い
面

も
あ
る
。

　

基
金
を
積
み
立
て
て
き
た
人
た
ち
に
、

何
ら
か
の
形
で
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
利
用
料
の
助
成
に
使
え
な
い

か
。

　

新
予
防
給
付
は
、
要
介
護
、
要
支
援
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
予
防
事
業
と
し
て
介

護
保
険
に
新
た
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
包

括
的
支
援
事
業
、
任
意
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
、
長
寿
園
が
行
っ
て
い
た
支
援
事

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
参
事

業
所
で
の
認
定
調
査
、
認
定
サ
ー
ビ
ス
の

計
画
等
を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
で
行

う
こ
と
か
ら
、
相
談
と
計
画
が
一
体
化
し

て
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
対
象
と
な

る
痴
呆
症
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
な
く
、

予
算
が
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以

外
に
出
て
き
た
場
合
、
す
ぐ
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
１
０
０
０
円
の
科
目
を
計
上
し

て
き
た
。

　

基
金
の
積
立
額
は
、
約
２
４
０
０
万
で

あ
る
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
も
、
昨
年
の

　

月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

　

介
護
保
険
が
、
新
制
度
に
移
行
し
た
平

成　

年
か
ら　

年
ま
で
の
３
ヵ
年
で
、
赤

字
に
な
っ
た
場
合
に
は
こ
の
基
金
か
ら
補

て
ん
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、　

年
の
保
険
料
の
見
直
し
の
際
、

引
き
上
げ
に
な
る
よ
う
な
場
合
が
あ
れ
ば
、

こ
の
基
金
を
使
っ
て
負
担
を
増
や
さ
な
い

考
え
を
持
っ
て
い
る
。

平
成　

年
度
の
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ

る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
基
金
を
取

り
崩
し
な
が
ら
補
て
ん
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
て
新
予
防

給
付
や
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
新
設
さ

れ
た
が
、
そ
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

新
予
防
給
付
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
何
人
く
ら
い
利
用
し
て
い
る

か
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
希
望

者
が
い
れ
ば
利
用
で
き
る
も
の
が
あ
る
の

か
。

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
介
護
保
険

創
設
以
来
、
積
み
立
て
ら
れ
て
き
て　

年

度
も
６
０
０
万
円
余
り
積
立
て
ら
れ
、
２

Ｑ
本
多
委
員

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

鍾乳洞で管理人からシバザクラの状態を聴く

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告
　いきいきふるさと常任委員会では、第２回（６月）
定例会から第３回（９月）定例会までの間に３回の所
管事務調査を行い、その結果を９月１８日の議会で報
告しました。
　調査項目と集約された意見は次のとおりです。

①ふれあい自然公園と鍾乳洞（洞窟）は一体的なもの
　として、今後の保全と利用の方向性に沿って有料化
　すべき。
②有料化の際は、管理料（シバザクラ整備費用等）を
　賄える金額を想定すべき。ただし、町民が憩いの場
　として気軽に利用できるよう配慮も必要。なお、鍾
　乳洞専用のパンフレットをはじめ、自然植生が理解
　できるような説明看板等を設置するなど、有料化に
　値するだけの条件整備も必要。
③町は、洞窟内の希少固有生物である「ナカトンベツ
　ホラトゲトビムシ」の保護対策とともに、鍾乳洞及
　び周辺地域の価値が再認識されるよう保全と活用の
　具体策を早急に示すべき。
④議会としても、このエリアに対し、相当な投資が行
　われていることを重視しており、政策提言の取り組
　みを強化する。

【観光施設（中頓別鍾乳洞等）の実態】

①前期計画で中止、廃止した事業については、事業評
　価をした上でその理由（必要性の消失、財政難など）
　を示すべき。
②後期計画においても、個々の事業費の根拠・詳細等
　を明らかにすべき。

【基本計画（総合計画第２次実施計画）】

　天北厚生園は、施設全体が老朽化しており、居住環
境の劣悪化は甚だしい状況にある。同園の運営は今春
から法人に移管されたが、利用者の人権を考慮したと
き、早急な施設の改善に向け、町の支援が必要。

【天北厚生園の施設整備（移転）問題】

　中頓別農業高校の閉校直後（平成２０年度当初）か
ら、施設改修に着手できるよう平成１９年中に具体的
な利用計画を確立すべき。

【学校施設（中農高）の利活用】
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　いきいきふるさと常任委員会で

は、定例会と定例会の間（閉会中）

に、議案（事件）の下調べの機関

として活動するほか、予備調査機

関として、自主的に項目を決め調

査（所管事務調査）を行っていま

す。

　次回定例会までに調査すべき項

目として、次の８点が決まりまし

た。

●環境基本計画・環境基本条例に

　ついて　

●自治基本条例等について

●基本計画（第２次実施計画）に

　ついて

●学校施設（中高、敏音知小等）

　の利活用について　

●天北厚生園の施設整備（移転）

　問題について　

●中長期行財政運営計画・行財政

　改革の施策について

●国保病院の運営状況について

●こども館の運営状況について

　これらの調査は、町側の作業の

進捗状況を測りながら実施される

ため、すべての項目について調査

されない場合があります。

　調査結果は、第４回定例会の冒

頭に報告されます。

●特別職の職員の給与等に関する条例（一部改正）

第３回定例会で
　　　決まりました
いきいきふるさと常任委員
会閉会中の調査事項決定！

議 決 さ れ た 議 案

　町長及び副町長（現在は不在）の月額報酬（月給）を減
額する条例改正です。これにより、平成１９年１０月分の
報酬から、町長700,000円→560,000円（▲20％）、副町長
595,000円→535,000円（▲10％）となります。

●教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例（一部改正）
　教育長の月額報酬（月給）560,000円を平成１９年１０月
分から504,000円（▲10％）に減額する改正です。

●郵政民営化法等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例（制定）
　１０月１日からの郵政民営化に伴い、町条例に使用され
てきた郵便局等の文言を整理する条例です。

●平成１９年度一般会計補正予算
　歳入歳出予算の総額に4,851千円を追加し、予算総額を
32億9千7,583千円とするものです。主な内訳は、民生費の
障害者福祉費における国、道などの負担金返還、衛生費に
おける病院費（医療機器購入）出資金などによる増額補正
です。

●平成１９年度国民健康保険病院事業会計補正予算
　ガス滅菌器、超低温フリーザーなど、医療機器購入代金
5,364千円にかかる資本的収支の補正予算です。これにより、
資本的収支の総額は、34,073千円となりました。

●平成１９年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　葬祭費の増額補正ほか、国保病院医療器械購入にかかる
繰出金1,554千円などを主な内容とする補正予算です。これ
により、収支予算の総額は、3億758千円となりました。

●平成１９年度介護保険事業特別会計補正予算
　平成１８年度介護給付費などの精算にかかる返還金1,105
千円を主な内容とする補正予算です。これにより、収支予
算の総額は、1億89,323千円となりました。

●平成１８年度一般会計歳入歳出決算ほか８会計
　一般会計歳入歳出決算ほか、８会計の昨年度決算を認定
しました。認定にあたり、６点の意見が付けられました。
　詳しくは、決算審査特別委員会の項目（８ページ）をご
覧ください。

意　

見　

書

道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

　

昨
年
末
に
道
路
特
定
財
源
の
見
直

し
に
関
す
る
具
体
策
が
示
さ
れ
、
見

直
し
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
北

海
道
の
道
路
の
実
情
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
道
路
整
備
が
強
力
に
推
進
さ

れ
る
よ
う
国
に
次
の
事
項
を
要
望
す

る
意
見
書
で
す
。

　

一　

道
路
整
備
を
計
画
的
か
つ
着

実
に
進
め
る
た
め
、
受
益
者
負
担
と

い
う
道
路
特
定
財
源
の
趣
旨
に
反
す

る
こ
と
な
く
、
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
。

　

二　

今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備

の
中
間
計
画
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
道
民
の
ニ
ー
ズ
を
幅
広
く
く

み
取
る
と
と
も
に
、
道
民
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
道
路
整
備
を
計
画
的

か
つ
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

　

三　

高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
早
期
形
成
を
図
る
た
め
、
現

着
工
中
の
区
間
は
も
と
よ
り
、
「
当

面
着
工
し
な
い
」
と
さ
れ
た
区
間
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
事
業
化
を
図
る

こ
と
。

　

四　

今
後
、
道
路
が
老
朽
化
す
る

た
め
、
適
時
適
切
な
修
繕
等
に
よ
る

効
率
的
な
管
理
を
行
う
こ
と
。

■
提
出
者
・
村
山
義
明
、
賛
成
者
・

　

星
川
三
喜
男
／
提
出
先
・
衆
参
議

　

長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

　

財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
）

なかとんべつ町議会だより１５７号 14なかとんべつ町議会だより１５７号３

第３回定例会で
　　　決まりました

地方財政健全化法適用前に病院会計を正常化すべき
　　　　　　　　　悪質滞納者に実効性ある徴収手段を

か
ら
そ
の
分
の
補
て
ん
が
あ
る
か
、
な
い

か
と
い
う
点
で
累
積
欠
損
金
の
考
え
方
も

変
わ
っ
て
く
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
平
成　

年
度
中
に
整

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題

と
捉
え
て
い
る
。
町
全
体
の
財
政
に
関
わ

る
の
で
町
長
と
も
協
議
し
、
こ
の
処
理
の

仕
方
に
つ
い
て
今
後
整
理
を
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

滞
納
繰
越
に
つ
い
て
、
２
年
以
上
経
過

し
た
も
の
は
な
い
か
。

Ｑ
石
神
委
員

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
担
当
の
方
も
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
早
急
に
勉
強

し
た
中
で　

年
度
の
決
算
上
に
こ
れ
を
反

映
さ
せ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
で

ご
理
解
願
い
た
い
。

　

民
法
第
１
７
３
条
第
１
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
、
水
道
料
金
の
消
滅
時
効
は
２
年

と
い
う
判
例
が
出
て
い
た
こ
と
は
ご
存
知

か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

債
権
放
棄
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
、

議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
対

応
を
伺
い
た
い
。

Ｑ
石
神
委
員

　

水
道
料
に
限
ら
ず
、
税
の
未
収
、
滞
納

金
額
を
計
算
す
る
と
１
千
３
９
０
万
円
位

に
な
っ
て
い
る
。
悪
質
な
ケ
ー
ス
に
対
応

Ｑ
柳
澤
委
員

　

２
年
を
経
過
し
た
も
の
は
あ
る
。
一
番

古
い
使
用
料
で
、
平
成　

年
７
月
か
ら
滞

納
に
な
っ
て
い
る
。
今
現
在
滞
納
さ
れ
て

い
る
方
は
３
名
で
、
１
名
の
方
が
平
成

年
か
ら　

年
ま
で
続
け
て
滞
納
し
、
残
り

の
２
名
の
方
は
、
平
成　

年
度
の
使
用
料

の
一
部
を
滞
納
し
て
い
る
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

総
務
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
消
滅
時

効
は
２
年
と
理
解
し
て
い
る
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

民
法
で
は
、
時
効
の
援
用
規
定
が
あ
る

が
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
で
あ

る
が
、
町
が
債
務
を
放
棄
し
な
い
限
り
、

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

時
効
は
成
立
し
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
町
が
そ
の
債
権
を
２
年
以
上
行

使
し
な
い
場
合
、
債
務
者
が
援
用
、
つ
ま

り
時
効
の
完
成
を
主
張
し
な
い
限
り
時
効

は
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て

い
る
。
町
と
し
て
は
、
今
ま
で
も
滞
納
者

に
対
し
て
２
年
以
上
経
過
し
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
請
求
行
為
を
続
け
て
き
て
お
り
、

定
期
的
に
滞
納
者
の
と
こ
ろ
に
伺
い
今
後

も
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
か
ら
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
町
内
に
在
住
を
し
て
、
水
道
を

使
っ
て
い
る
。
消
滅
時
効
は
２
年
と
謳
わ

れ
て
い
る
が
町
と
し
て
は
今
現
在
、
債
権

を
放
棄
す
る
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
の
で
、
今
後
も
督
促
等
を
続
け
て
い
き

た
い
。
そ
れ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
つ
の
時

点
か
で
債
権
を
放
棄
す
べ
き
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
庁
的
に
考
え

て
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
思
う
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

　

平
成　

年
度
末
で
の
下
水
道
の
普
及
状

況
を
伺
い
た
い
。

す
る
た
め
、
徴
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し

て
対
応
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

水
道
使
用
料
は
一
つ
の
例
で
あ
る
が
、

伺
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
方
が
い

る
。
以
前
職
員
に
は
、
本
人
に
通
知
し
て

給
水
を
止
め
て
は
ど
う
か
と
い
う
話
も
し

て
い
る
。
現
在
の
担
当
者
に
も
、
伺
っ
て

話
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
が
、
会

え
な
い
の
で
話
が
で
き
な
い
。

　

徴
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
は
無
い
が
、

納
め
て
も
ら
う
努
力
だ
け
は
今
後
も
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徴
収
、
収
納

の
努
力
の
必
要
性
は
あ
る
と
判
断
し
て
い

る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

下
水
道
の
普
及
率
は　

年
度
末
で　

・

５
％
。
昨
年
が　

・
３
％
で
、
１
・
２
％

増
加
し
た
。
水
洗
化
の
動
向
で
あ
る
が
、

昨
年
は
合
計　

件
が
水
洗
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
５
件
は
、
町
の
教
職
員
住
宅
で
、

民
間
の
方
は
５
件
で
あ
る
。　

年
度
に
つ

い
て
も　

件
程
度
で
、
水
洗
化
が
進
ん
で

い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

最
悪
の
場
合
は
、
欠
損
金
と
し
て
処
理

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
従
来

の
事
務
処
理
上
の
問
題
で
こ
う
い
う
形
に

な
っ
た
と
思
う
の
で
、
他
の
方
法
が
な
い

か
支
庁
と
も
相
談
を
し
な
が
ら
、
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

一
般
会
計
か
ら
欠
損
金
分
を
繰
出
せ
る

環
境
に
は
な
い
と
思
う
の
で
、
別
に
処
理

で
き
る
方
法
が
な
い
か
、
支
庁
ま
た
は
道

の
公
営
企
業
係
等
と
相
談
す
る
よ
う
事
務

長
に
指
示
し
て
い
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

勉
強
不
足
で
あ
っ
た
。

　

今
ま
で
の
決
算
状
況
等
で
疑
義
を
持
っ

た
こ
と
は
一
つ
も
な
い
。
今
回
指
摘
を
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
ら
勉
強
し
な
け

Ａ
野
邑
町
長

　

平
成　

年
８
月
に
新
た
な
病
院
会
計
準

則
が
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る

が
、
会
計
基
準
の
確
立
に
ど
う
し
て
早
く

取
り
組
ま
な
か
っ
た
の
か
。

Ｑ
石
神
委
員

19

水
道
事
業
特
別
会
計

18

16
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1518

18
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下
水
道
事
業
特
別
会
計
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72
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題
点
、
中
農
校
の
利
活
用
や
鍾
乳
洞
の

活
用
方
針
な
ど
に
つ
い
て
３
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

救急救命に福祉の視点を
東 海 林 繁 幸

　

①
町
民
意
識
と
し
て
救
急
車
を
呼
び
た
く
な
い
、
我
慢
を
す
る

　

傾
向
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
早
く
応
急
処
置
す
る
こ
と
に
よ
り

　

一
命
が
助
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
広
く
活
用
す
る
こ
と
を
周
知

　

す
る
た
め
、
今
後
は
高
齢
者
の
救
急
講
習
で
呼
び
か
け
を
行
い

　

ま
す
。

②
消
防
支
署
の
救
急
体
制
か
ら
、
救
急
救
命
士
は
４
名
必
要
で
す
。

　

現
在
の
有
資
格
者
は
２
名
の
た
め
、
今
後
１
名
を
養
成
し
、
本

　

年
度
内
に
有
資
格
者
１
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

③
欠
員
を
１
名
補
充
し
、
本
年
度
中
に　

名
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

本
来
な
ら
、
夜
間
勤
務
者
が
４
名
必
要
で
す
が
、
現
状
は
２
名

　

で
す
。
ほ
か
の
２
名
は
、
自
宅
待
機
者
か
ら
招
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
は
、
休
職
者
が
１
名
お
り
、
実
員　

名
の
中
で
職
員
の
協

　

力
を
得
て
救
急
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鳥
田
消
防
支
署
長
）

答　

た
だ
ち
に
増
員
す
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
実
情
は
把
握
し
て

お
り
、
増
員
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

答

　

①
高
齢
化
や
医
療
体
制
、
福
祉
の
視
点
か
ら
考
え
、
救

　

急
車
の
利
活
用
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
対
応
が
で
き
る
よ

　

う
救
急
体
制
と
予
算
確
保
を
図
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

　

ん
か
。

②
現
在
の
救
急
体
制
（
職
員　

名
・
救
急
救
命
士
２
名
）

　

は
浜
頓
別
（　

名
・
６
名
）
、
歌
登
（　

名
・
５
名
）

　

と
比
較
し
て
不
十
分
で
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
体
制
強

　

化
を
図
り
ま
す
か
。

③
職
員
の
定
員　

名
の
と
こ
ろ
現
員
は　

名
で
あ
り
、
欠

　

員
を
生
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
根
拠
と
実
情
を
伺
い
ま

　

す
。

問　

本
町
の
１
〜
７
月
ま
で
の
救
急
出
動
は
、　

件
（
浜
頓

別　

件
、
歌
登　

件
）
で
あ
り
、
他
町
と
の
人
口
割
合
か

ら
見
て
も
頻
度
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
病

院
の
存
在
と
同
様
に
救
急
体
制
の
充
実
を
願
う
気
持
ち
は

大
き
く
、　

名
体
制
と
な
っ
て
も
職
員
の
休
暇
は
十
分
で

な
く
精
神
保
健
上
問
題
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
待
機
者
２
名

が
駆
け
つ
け
な
け
れ
ば
救
急
出
動
が
で
き
な
い
現
実
を
町

民
は
知
り
ま
せ
ん
。
こ
の
際
の
遅
れ
が
命
に
か
か
わ
る
と

す
れ
ば
町
の
責
任
は
重
大
で
す
。
１
名
で
も
増
員
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

問

12

1415

12

27

30

17

14

12

10
12

高規格救急車

高規格救急車 室内の様子

国保税滞納の背景は？
　　　　　　　患者負担重くないか院外薬局

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
車
に
つ
い
て
は
、　

年
以

上
使
用
し
て
い
る
。
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク

車
に
つ
い
て
は
９
年
間
使
用
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

見
通
し
は
難
し
い
面
が
あ
り
、
手
入
れ
を

し
、
使
っ
て
い
き
た
い
。

Ａ
浅
野
自
動
車
学
校
長

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る

か
伺
い
た
い
。

　

滞
納
分
の
う
ち
、
納
入
さ
れ
た
額
は
か

な
り
少
な
い
。
徴
収
に
努
力
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
未
納
の
背
景
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

収
支
と
し
て
は
、
繰
越
を
減
ら
し
て
い

る
が
、
均
衡
し
て
い
る
。
今
後
、
教
習
車

等
の
入
れ
替
え
の
必
要
は
な
い
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

定
期
的
に
未
納
者
の
自
宅
を
ま
わ
り
な

が
ら
、
少
額
で
も
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
徴
収
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

院
外
薬
局
に
し
た
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
が
出
て
き
て
い
る
と
思
う
。
若
干
薬

品
の
負
担
が
上
が
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
、

効
率
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

未
納
の
方
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
が
あ
る
が
、
中
に
は
、
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
と
い
う
方
も
い
る
と
思
う
。

他
の
滞
納
の
状
況
も
加
味
し
な
が
ら
、
定

期
的
に
伺
っ
て
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
で
も
納
入
し
て
も
ら
う
よ
う
対

応
し
て
い
る
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

生
活
困
窮
と
い
う
部
分
で
言
え
ば
、
絶

対
払
え
な
い
と
い
う
状
況
で
は
な
い
よ
う

に
思
う
。
納
税
意
識
が
希
薄
な
部
分
も
あ

る
の
で
、
訪
問
回
数
を
重
ね
て
理
解
を
頂

く
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

Ａ
本
多
総
務
課
主
査

　

薬
品
の
管
理
が
大
変
厳
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
院
内
で
そ
の
こ
と
を
や
ろ
う
と

す
れ
ば
、
設
備
の
問
題
、
人
件
費
の
問
題

も
含
め
て
大
変
に
な
る
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
い
る
。
院
内
で
や
る
時
は
現
状
よ
り

厳
し
い
数
字
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
院
外

薬
局
は
、
３
名
か
ら
４
名
体
制
で
や
っ
て

い
る
が
、
経
営
内
容
に
つ
い
て
は
大
変
厳

し
い
と
伺
っ
て
い
る
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

院
外
薬
局
に
し
た
こ
と
は
、
改
革
の
一

環
で
あ
る
。
本
町
の
患
者
の
数
か
ら
い
く

と
保
健
所
か
ら
薬
剤
師
を
２
名
配
置
す
る

よ
う
強
い
指
導
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
件

費
の
高
騰
に
つ
な
が
る
こ
と
と
、
薬
剤
師

の
確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
が
あ
る
。

　

調
剤
薬
局
に
な
る
と
患
者
さ
ん
の
負
担

は
上
が
る
。
お
金
の
面
で
は
高
く
な
る
が
、

薬
の
使
用
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
面
で
は
向

上
し
た
と
思
わ
れ
る
。
病
院
経
営
面
で
は
、

Ａ
野
邑
町
長

　

平
成　

年
度
か
ら
、
地
方
財
政
健
全
化

法
が
適
用
さ
れ
る
が
、
固
定
資
産
台
帳
と

貸
借
対
照
表
と
の
間
に
大
き
な
差
が
あ
る

と
い
う
監
査
委
員
の
指
摘
が
あ
る
。
同
法

が
適
用
さ
れ
る
前
に
整
理
し
て
お
か
な
い

と
問
題
が
生
じ
る
と
思
う
。
適
正
処
理
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

建
物
、
機
械
備
品
で
現
実
と
台
帳
上
に

大
き
な
差
が
あ
る
。
正
確
な
も
の
に
で
き

る
だ
け
早
く
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
具
体
的
に
、
内
部
で
協
議
は
し
て

い
な
い
が
、
例
え
ば
平
成　

年
で
処
理
を

し
よ
う
と
し
た
場
合
に
資
産
減
耗
補
て
ん

額
と
し
て
、
減
価
償
却
が
そ
れ
ぞ
れ
さ
れ

て
き
て
い
る
の
で
、
１
億
７
千
万
円
が
４

千
７
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
り
、
こ
れ
を
精

査
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
単

純
に
考
え
れ
ば
資
産
減
耗
費
で
支
出
が
増

加
し
、
単
年
度
欠
損
金
が
増
え
、
累
積
欠

損
金
増
と
い
う
話
に
も
な
っ
て
く
る
。
町

薬
価
基
準
が
下
が
っ
て
昔
に
比
べ
薬
の
利

益
は
薄
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

プ
ラ
ス
の
面
は
少
な
い
。
患
者
負
担
の
た

め
に
で
き
る
だ
け
後
発
薬
品
を
使
う
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
る
。
入
院
患
者
の
薬
の

調
合
の
た
め
に
院
内
に
薬
剤
師
は
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
剤
薬
局
に
な
っ
た

場
合
と
、
な
ら
な
か
っ
た
場
合
の
比
較
を

費
用
対
効
果
も
含
め
て
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

　

現
年
度
収
入
未
済
件
数
に
つ
い
て
は
、

　

件
。
う
ち
一
般
分
で　

件
、
退
職
分
で

１
件
と
な
っ
て
い
る
。
現
年
度
収
入
未
済

額
総
体
で
、
６
７
万
３
６
２
２
円
。
今
年

度
不
納
欠
損
し
た
件
数
は
３
件
で
、
内
訳

と
し
て
は
、
生
活
保
護
の
方
が
２
件
、
通

信
不
納
の
方
が
１
件
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

国
民
保
険
税
、
現
年
度
収
入
未
済
件
数

　

件
、
そ
の
他
滞
納
件
数
、
滞
納
額
６
０

７
万
円
の
詳
し
い
内
訳
を
伺
い
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

　

滞
納
額
が
６
０
０
万
を
超
え
て
お
り
、

金
額
的
に
大
き
い
。
滞
納
分
の
徴
収
に
つ

Ｑ
本
多
委
員

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

特
別
会
計
・企
業
会
計
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国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

20

清潔感のある院外薬局

19




